
02　暮らしのお知らせ
04　マチの伝言板
06　協力隊通信
07　町民カレンダー

08　病院だより
09　こんにちは保健師です
10　マチの話題
12　ひとのうごき 北の森林公園「てしお こもれびの森」のクマゲラ【2 月 22 日】

（撮影：柳谷明伸）

今月の内容
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■
粗
大
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
４
月
か
ら
11

月
ま
で
の
第
一
土
曜
日
に
電
話
予
約
に

よ
る
戸
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
収
集
日
の
前
々
日
の
木
曜

日
ま
で
（
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
日
ま
で
）
で
す
。

■
粗
大
ご
み
の
出
し
方

① 

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合
に
電

話
で
申
し
込
み
、
受
付
番
号
を
取
得
し

ま
す
。

② 

粗
大
ご
み
処
理
券
（
シ
ー
ル
）
を

取
扱
小
売
店
で
購
入
し
ま
す
。

③ 

処
理
券
に
先
ほ
ど
の
受
付
番
号
と

名
前
を
記
入
し
、
粗
大
ご
み
の
見
や
す

い
と
こ
ろ
に
処
理
券
を
貼
り
付
け
ま

す
。

④ 

申
し
込
み
時
に
打
ち
合
せ
し
た
日

に
玄
関
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
足
事
項

　

直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、
土
日
、
年

末
年
始
（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
）
の

休
み
以
外
は
い
つ
で
も
受
入
れ
し
て
い

ま
す
（
受
入
時
間
は
、
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）。

　

直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、
組
合
に
申

回収月 申込締切日 収集日
４月 4月4日（木） 4月6日（土）
５月 5月2日（木） 5月4日（土）
６月 5月30日（木） 6月1日（土）
７月 7月4日（木） 7月6日（土）
８月 8月1日（木） 8月3日（土）
９月 9月5日（木） 9月7日（土）
10月 10月 3日（木） 10月5日（土）
11月 10月 31日（木） 11月2日（土）

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
、

西
天
北
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
処
理
券
も
プ

ラ
ザ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
粗
大
ご
み
処
理
券
（
５
０
０

円
の
記
載
あ
り
）は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
袋
販
売
店
に
古
い
粗
大
ご
み
処
理

券
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
追
加
の
40
円

を
支
払
え
ば
新
し
い
処
理
券
と
交
換
で

き
ま
す
。
新
し
い
処
理
券
に
は
金
額
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

☎
０
１
６
３
２
（
５
）
１
１
５
４

粗
大
ご
み
の
収
集
日

　

天
塩
町
に
お
住
ま
い
で
、
次
に
該
当

す
る
方
に
「
日
常
生
活
活
動
支
援
券
」

を
交
付
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
福

祉
係
ま
た
は
雄
信
内
支
所
へ
お
越
し
下

さ
い
。

【
最
大
30
枚
交
付
】

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者

【
最
大
48
枚
交
付
】

②
70
歳
以
上
の
免
許
返
納
者

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級（
肢

体
障
害
の
場
合
１
～
４
級
ま
で
）

所
持
者

④
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

⑤
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
者

⑥
要
介
護
認
定
者
で
、
か
つ
世
帯

構
成
員
全
員
非
課
税
で
あ
る
こ
と

交
付
の
対
象
に
な
る
方

交
付
の
対
象
に
な
る
方

※
②
～
⑥
で
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

対
応
す
る
本
人
確
認
書
類
（
運
転
経
歴
証

明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者

福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
①
に
該
当
す
る
方
で
、
運
転
経
歴
証
明

書
を
提
示
し
た
方
は
、
18
枚
を
上
限
に
追

加
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
か
ら
券
の
交
付
を
受
け
る

方
は
、
月
割
の
枚
数
と
な
り
ま
す
。

★
原
則
、
ご
本
人
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん

・
入
浴
券
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
介

助
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
介
助
者
も
利

用
で
き
ま
す
。

・
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
助
成
券
と
し
て
ご
本

人
以
外
が
利
用
す
る
場
合
、
買
い
物
な

ど
の
用
事
を
依
頼
さ
れ
た
介
助
者
や
親

族
の
方
に
限
り
、
利
用
で
き
ま
す
。

・
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
券
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
交
付
さ
れ
た
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
役
場
へ
お
返

し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
不
正
利
用
が
判
明
し
た
場
合
、
券

の
返
還
を
命
じ
る
ほ
か
、
今
後
の
交
付

を
停
止
い
た
し
ま
す
。

★
切
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
券
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

・
一
度
切
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
券
は
無

効
と
な
り
、
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
誤
っ
て
券
を
切
り
取
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
券
と
一
緒
に
冊
子
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

★
紛
失
に
よ
る
再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

・
券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
再

交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。
た
だ
し
、
汚
損
・
破
損
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
残
り
の
枚
数
分
の
券

を
交
付
し
ま
す
。

福
祉
課
福
祉
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

日
常
生
活
活
動
支
援
券

⑴
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

⑵
一
人
で
野
山
に
入
ら
な
い
。

⑶
鈴
な
ど
を
身
に
着
け
、
音
を
出
し
な

が
ら
歩
く
。

⑷
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認

し
て
お
く
。

⑸
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
野
山
に
入
ら
な

い
。

⑹
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た

ら
引
き
返
す
。

⑺
生
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

住
民
課
住
民
安
全
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
５
０

春
は
ヒ
グ
マ
に
注
意
！

　

春
は
、
ヒ
グ
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め

行
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
冬
眠
明
け

の
ヒ
グ
マ
は
、
ウ
ド
や
フ
キ
な
ど
の
山

菜
を
よ
く
食
べ
る
こ
と
か
ら
、
山
菜

採
り
で
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
す
る
確
率
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
グ
マ
の
肉
食
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
エ
ゾ
シ
カ
の
死
体
に
執
着
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
も
牧
草
地

や
海
岸
、
市
街
地
の
近
く
な
ど
の
人
目

に
つ
く
場
所
で
の
目
撃
や
痕
跡
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
次
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。



3

■
退
職
し
た
時
は
届
け
出
を
！

　

会
社
を
退
職
し
た
時
は
、
厚
生
年
金

の
加
入
も
終
わ
り
ま
す
。
退
職
し
た
時

に
60
歳
未
満
で
あ
れ
ば
引
き
続
き
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、役
場
へ
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
の
扶
養
に
入
っ
て
い
た

配
偶
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

・
年
金
番
号
の
わ
か
る
書
類

※
手
続
き
の
際
に
退
職
し
た
日
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料

は
１
ヶ
月
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。
現

金
で
納
付
す
る
ほ
か
に
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な
く
、
毎

月
、
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
も
省
け

て
大
変
便
利
で
す
。

《
お
得
な
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
》

・
早
割
制
度･･･

当
月
分
の
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
月
60
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

・
前
納
制
度･･･

一
定
期
間
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
振
替
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
最
大
１
万
６
５
９
０
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

※
６
ヶ
月
前
納
（
１
１
６
０
円
お
得
）、

種類 保険料の額 免除期間の
老齢年金の額 所得審査の対象

免
除

全額免除 0 円 ４／８ 申請者本人とそ
の配偶者及び世
帯主（対象者が
失業中の場合は
審査対象外）

3/4 免除 4,250 円 ５／８

半額免除 8,490 円 ６／８

1/4 免除 12,740 円 ７／８

猶
予

納付猶予 0 円 年金額には
反映されま

せん

申請者本人と
その配偶者

学生
納付特例 0 円 申請者本人

１
年
前
納
（
４
２
７
０
円
お
得
）、
２

年
前
納
（
１
万
６
５
９
０
円
お
得
）

※
４
月
～
９
月
分
の
６
ヶ
月
前
納
、
１

年
前
納
、
２
年
前
納
は
２
月
末
を
も
っ

て
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

※
金
融
機
関
と
の
手
続
き
の
関
係
上
、

振
替
希
望
月
の
前
月
上
旬
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
「
全
額
免
除

制
度
」「
一
部
納
付
制
度
」「
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
左
表
）。
ま
た
、

学
生
の
方
に
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
（
い
ず
れ
も
所
得
審
査
あ

り
）。
未
納
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来

の
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の

と
き
に
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
除
は

過
去
２
年
１
ヶ
月
分
ま
で
遡
っ
て
申
請

が
行
え
ま
す
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

①
年
金
番
号
の
わ
か
る
書
類 

②
所
得

審
査
の
対
象
者
が
失
業
中
の
場
合
は

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
又
は「
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」 

③
学
生
納

付
特
例
の
申
請
は
「
在
学
証
明
書
」
又

は
「
学
生
証
の
写
し
」

《
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
》

　

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
年
金
請
求
書
が
届
い
た
ら
…
…

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
の
あ
る
方
に

は
、
支
給
開
始
年
齢
に
達
す
る
お
誕
生

日
の
約
３
ヶ
月
前
に
、
年
金
請
求
書
が

届
き
ま
す
。
請
求
手
続
き
は
お
誕
生
日

の
前
日
か
ら
可
能
で
す
。
ま
た
、
66
歳

以
降
に
請
求
し
て
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
せ
る
繰
り
下
げ
請
求
も
ご
ざ
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

①
通
帳 

②
身
分
証
明
書

福
祉
課
福
祉
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

国
民
年
金

■
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※児童を養育している方の所得が所得制限限度額
以上の場合は、特例給付として月額一律 5,000
円を支給します。
※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18 歳の
誕生日後の最初の 3 月 31 日まで）の養育してい
る児童のうち、3 人目以降をいいます。

福
祉
課
福
祉
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

児童の年齢 児童手当の額
（1 人あたり月額）

3 歳未満 一律 15,000 円
3 歳以上

小学校修了前
10,000 円

第 3 子以降は 15,000 円
中学生 一律 10,000 円

　

毎
年
６
月
・
10
月
・
２
月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
（
例
え
ば
、
６
月
の
支
給
日
に
は

２
～
５
月
分
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
）。

■
認
定
請
求
に
つ
い
て

　

お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
た
と
き
や
、
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き
に

は
、
現
住
所
の
市
区
町
村
に
認
定
請
求

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
》

・
通
帳
の
写
し

・
保
護
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で

き
る
書
類

※
こ
の
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
追
加

資
料
を
提
出
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
各
種
届
出
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
。

①
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
で
、
新

た
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
（
額

改
定
）

②
受
給
者
や
住
所
、
支
給
口
座
等
を
変

更
さ
れ
た
と
き
（
変
更
届
）

③
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
に

よ
り
、
支
給
対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ

た
と
き

④
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

（
喪
失
届
）
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■
６
月
に
保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す

　

令
和
６
年
度
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
６
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
計
算
方
法
は
左
図
の
と
お

り
で
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
原
則
「
年
金

天
引
き
」
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
⑴
～

⑶
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
は

「
年
金
天
引
き
」
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、「
納
付
書
」
ま
た
は
「
口
座

振
替
」
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い
。

⑴
介
護
保
険
料
が
「
年
金
天
引
き
」
さ

れ
て
い
な
い
方
（
年
金
額
が
年
額
18
万

円
未
満
の
方
）

福
祉
課
保
険
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

⑵
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
の
合
計
額
が
、
介
護
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
て
い
る
年
金
の
受
給
額
の
半

分
を
超
え
る
方

⑶
新
た
に
制
度
に
加
入
さ
れ
て
か
ら
特

別
徴
収
が
始
ま
る
ま
で
の
一
定
の
期
間

（
６
～
８
ヶ
月
程
度
）

■
保
険
料
の
減
免

　

保
険
料
の
お
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
福
祉
課
保
険
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
災
害
、
失
業
な
ど
に
よ
る
所
得
の

大
幅
な
減
少
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
で

生
活
が
著
し
く
困
窮
し
、
保
険
料
の
お

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

均等割 1 人あたりの額

52,953 円
+

所得割 本人の所得に応じた額

11.79％（所得 - 最大 43 万円※）×

・制度改正による激変緩和措置として、令和 5 年の
基礎控除後の総所得金額等が 58 万円を超えない方
については、令和 6 年度の所得割率が 10.92％と
なります。

※前年の所得金額により控除額が異なる場合があり
ます。

1 年間の保険料
限度額 80 万円・100 円未満切り捨て

・１年間の保険料の上限額は 80 万円です。制度改正
による激変緩和措置として、令和 6 年度中に 75 歳に
到達して新たに被保険者となる方を除き、付加限度額
を段階的に引き上げます（令和 6 年度：73 万円→令
和 7 年度：80 万円）。
・所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じ
て保険料が軽減されます。
・年度の途中で加入したときは、加入した月からの月
割で計算します。

　

調
理
師
法
第
３
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
調
理
師
試
験
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
案
内

《
試
験
日
時
》令
和
６
年
８
月
22
日（
木
）

13
時
30
分 
～ 

16
時 

ま
で

令

和

６

年

度

調

理

師

試

験

《
試
験
地
》稚
内
市（
住
所
地
が
天
塩
町
・

遠
別
町
の
方
）

《
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法
》
食
文
化

概
論
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品

学
、
食
品
衛
生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ

い
て
の
筆
記
試
験

《
受
験
資
格
》
学
校
教
育
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
26
号
）
第
57
条
に
規
定
す
る

者
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
等
の
施
設
又
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介

類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
複
合

型
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
掲
げ
る
営
業
に

お
い
て
令
和
６
年
５
月
17
日
ま
で
に
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

《
受
験
願
書
の
提
出
先
及
び
受
付
期
間
》

⑴
提
出
先
：
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
支
所

⑵
受
付
期
間
：
令
和
６
年
５
月
７
日

（
火
）
か
ら 

５
月
17
日
（
金
）
ま
で

※ 

郵
送
の
場
合
、
５
月
17
日
（
金
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

《
提
出
書
類
》

⑴
調
理
師
試
験
受
験
願
書
（
指
定
金
額
の

北
海
道
収
入
証
紙
を
貼
付
）
※
裏
面
は
調

理
業
務
経
歴
証
明
欄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド 

⑶
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
留
萌
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
３
２
６

北
海
道
留
萌
保
健
所
天
塩
支
所

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
１
７
９

自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）
大
卒

程
度
試
験

《
資
格
》
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は

大
卒
（
見
込
み
含
））

《
受
付
期
間
》令
和
６
年
３
月
１
日（
金
）

～
４
月
12
日
（
金
）

《
試
験
期
日
》
４
月
20
日
（
土
）

《
試
験
会
場
》
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
男
女

《
受
付
期
間
》令
和
６
年
３
月
１
日（
金
）

～
５
月
７
日
（
火
）

《
試
験
期
日
》
５
月
18
日
（
土
）・
19
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

《
試
験
会
場
》
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
自
衛
官
候
補
生

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
男
女

《
受
付
期
間
》
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

《
試
験
期
日
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

〒
０
９
７-

０
０
０
１　

稚
内
市
末
広

５
丁
目
６
番
１
号　

稚
内
地
方
合
同
庁

舎
５
階

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７
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Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
市
民
審
査
員
募
集

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実

行
委
員
会
で
は
「
市
民
審
査
員
」
を
募

集
し
ま
す
。
演
舞
を
観
て
感
じ
た
『
感

動
』
が
審
査
基
準
の
た
め
、
特
別
な
技

術
や
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
日
時
》
令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）

９
時
30
分
～
19
時
、
９
日
（
日
）
９
時

30
分
～
21
時
の
中
で
３
～
４
時
間

《
場
所
》
札
幌
市
中
央
区 

大
通
公
園
周

辺《
活
動
内
容
》
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

《
定
員
》
１
８
０
人
程
度
（
抽
選
）

《
申
込
》
令
和
６
年
４
月
１
日
（
月
）

～
26
日（
金
）
の
期
間
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

下
さ
い
。
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.yosakoi-soran.

jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

FAX
０
１
１
（
２
３
３
）
４
３
５
１

〒
０
６
０-

０
０
０
１　

札
幌
市
中
央

区
北
１
条
西
２
丁
目　

北
海
道
経
済
セ

ン
タ
ー
４
階

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

留
萌
保
健
所
で
は
、毎
月
定
例
日（
左

表
）
に
精
神
の
一
般
相
談
・
思
春
期
相

談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
や
ご

家
族
の
方
、
支
援
に
困
っ
て
い
る
関
係

者
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。
相

談
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
保
健
所 
健
康
推
進
課 

健
康
支
援
係

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
３
２
７

FAX
０
１
６
４
（
４
２
）
８
２
１
６

※
受
付
時
間
：
平
日
８
時
45
分
～
17
時

30
分

開設日 時　間 会場 内　容
14 月 9 日（火） 13:00 ～ 15:00

留萌
保健所

精神相談
15 月 22 日（水） 14:00 ～ 16:00 思春期相談
6 月 7 日（金） 13:00 ～ 15:00 精神相談
7 月 25 日（木） 14:00 ～ 16:00 思春期相談
8 月 2 日（金） 13:00 ～ 15:00 精神相談
9 月 6 日（金） 13:00 ～ 15:00 精神相談

10 月 11 日（金） 10:00 ～ 12:00 思春期相談
11 月 12 日（火） 13:00 ～ 15:00 アルコール相談
12 月 10 日（火） 15:00 ～ 17:00 精神相談
1 月 7 日（火） 15:00 ～ 17:00 精神相談
2 月 4 日（火） 15:00 ～ 17:00 精神相談
3 月 11 日（火） 15:00 ～ 17:00 精神相談

5 月号へ掲載を

希望する方は、

4 月 10 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

て
し
お
温
泉
「
夕
映
」
に
つ
き
ま
し

て
、
施
設
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間
は

臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
期
間
》
令
和
６
年
４
月
16
日
（
火
）

～
19
日
（
金
） て

し
お
温
泉「
夕
映
」

臨
時
休
館
日
に
つ
い
て

協

会

け

ん

ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
６
年
度
の
保
険
料
率
改
定

　
令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
、
健
康
保
険
料
率
は
10
．21
％
（
マ
イ

ナ
ス
０
．08
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料

率
は
１
．60
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
．22
ポ
イ

ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
づ

く
り
や
医
療
の
か
か
り
方
な
ど
を
振
り
返

り
、
よ
り
最
適
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
将

来
的
な
北
海
道
の
医
療
費
上
昇
、
保
険
料

率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
さ
ら
に
お
得
に
な
る
「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
の
ご
案
内

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
35
～
74
歳
の
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
「
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
」
を
実
施
し
て
お
り
、
年
度
内
お
一

人
様
１
回
限
り
、
健
診
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら

は
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
診
い
た
だ
く
た

め
に
自
己
負
担
額
を
７
，１
６
９
円
か
ら

５
，２
８
２
円
に
軽
減
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
定
期
健
康
診
断
の
検
査
項
目
に
加
え

て
、
５
大
が
ん
検
診
を
含
め
充
実
し
た
健

診
項
目
を
ご
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
は
付
加
健
診
（
節
目
の
年

齢
で
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
り
詳
細

な
健
診
）
の
対
象
年
齢
が
大
幅
に
拡
大
し

ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
の
お
得
で
充
実
し
た

内
容
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
㈹
０
１
１
（
７
２
６
）
０
３
５
２

　暖かくなり、この時期は雨の降る日も多くなってきま
す。市街地の積雪は日ごとに減っていきますが、山間部
ではまだ多くの積雪が残っており、雪解け水が河川に流
れ込み、雨水が加わると河川の水かさが増え流れも急激
に速くなります。　　
　河川の増水により氾濫することもあり大変危険です。
気温の上昇や降水により雪解けが進み、土砂災害や浸水
のおそれがあるときは「融雪注意報」を発表しますので、
お出かけの際には、最新の防災気象情報を利用して気象
災害から身を守りましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

融雪期の気象災害について

Google Play▶
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム
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歴史のリレー

　２月。「そのカバン、素敵ですね。」外国人の青年が出張先のセミナー会場で
声をかけてきました。それは、2023 年末に廃業し 116 年の歴史に幕を下ろ
した竹谷製材製柾所の前掛けを使い、町内の手芸愛好家である来田良子さんが
製作した私の愛用トートバッグでした。「和風が気になるの？」と聞くと「火
消しや和の歴史が好きで、イギリスで勉強しました。今はデザインの仕事を始

めています。アイヌの模様も大変興味があります」と、日
本語で会話が続きます。「天塩町っていうのは材木をたく
さん取り扱った歴史があり、特にアカエゾマツは……」と
私は熱く語りながら町を PR し、来田さんにカバンの作り
置きがあるか聞いてみることを約束しました。町に戻り来
田さんに相談すると、「作り置きはありません。竹谷さん
に前掛けがまだあるか聞いてみましょう」とのこと、運よ
く竹谷さんから貴重な最後の前掛けを譲って頂くことがで
き、カバンの完成となりました。

　後日、アントンという名のその青年にカバンを手渡
すと「うれしい。裏の模様も気に入りました」と大喜
びです。「よかった。で、出身地は？」と聞くと、「ニュー
ヨーク。日本語はここ１年、慶応大学で勉強しました」
アントンはそのカバンをさげ、東京やニューヨークを
はじめ世界を歩き、素敵な広告塔となってくれるよう
です。我々の手を離れ天塩町の歴史が若い世代を通じ
てリレーされる。竹谷さんの前掛けは天塩のレガシー

（歴史遺産）として関係人口を増やし、まだまだ働い
てくれるでしょう。
　カバンの肩ひもの長さを決める時、「彼は背が高い
の？」と聞く来田さんの質問に私が「うーん、190
センチくらいかな」と答えるなどやりとりが続き斜め
がけの大きなカバンとなりました。カバンを渡すとき
にアントンにたずねると、「僕は 199 センチあります
ね」まさに広告塔。「てしおこもれびの森」にこだわ
りたいと言う来田さんがカバンに添えたドングリの飾
りは、歴史のリレーを見守るお守りのようでした。

（三國）

▲来田さんが制作したオリジナルトートバッグ

▲バッグがお気に入りのアントンさん
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

3月 314月 1 2 3 4 5 6
○こども園入園式 ● 4 月粗大ごみ収集

申込締切日
☆いきいきサロン

［雄信内老人憩いの家］
10 時～ 12 時

● 4 月粗大ごみ収集日

7 8 9《町内回覧日》 10 11 12 13
○天塩小・啓徳小・
天塩中入学式

+ 糖尿病外来 ☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時
●運転免許更新時講習
[ 社 会 福 祉 会 館 ]
・ 優良　13 時

●巡回移動献血
+ 眼科外来

●巡回移動献血
●春の総合健診

●春の総合健診
●運転免許更新時講習
[ 豊富町定住支援セン
ターふらっときた ]
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

14 15 16 17 18 19 20
○啓徳小開校記念日

21 22 23《町内回覧日》 24 25 26 27
+ 眼科外来 ☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来 + 小児科外来

28 《昭和の日》 29 305 月 1 2 《憲法記念日》 3 《みどりの日》 4

令和 6 年令和 6 年  　  　月月44令和 6 年令和 6 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・4 月の回覧日は 10 日と 24 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

てしお温泉「夕映」　臨時休館（16 日～ 19 日）
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病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058

肺がんCT検診
No.86

　

今
月
は
放
射
線
科
か
ら
、
天
塩
町
が
実
施

し
て
い
る
「
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
」
に
つ
い
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

通
常
、
肺
が
ん
検
診
と
聞
き
ま
す
と
、
病

院
や
健
診
セ
ン
タ
ー
で
「
息
を
吸
っ
て
、
止

め
て
下
さ
い
。」の
胸
部
Ｘ
線（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

検
査
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
、
肺
野
の
末
梢
部

分
に
で
き
る
が
ん
の
発
見
に
有
効
な
検
査
で

一
次
健
診
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
Ｘ
線
検
査
で
は
、
大
き
さ

が
２
㎝
以
下
の
小
さ
な
が
ん
の
場
合
、
肋
骨

や
血
管
に
隠
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
発
見
が

難
し
く
、
ま
た
肺
門
部
（
肺
の
入
り
口
）
に

あ
る
も
の
は
気
管
支
や
心
臓
、
胸
骨
、
血
管

な
ど
と
重
な
り
、
発
見
が
よ
り
困
難
で
見
つ

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
胸
部
Ｘ
線
検
査
の
弱
点
を
補
う
検

査
と
し
て
、
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い

検
診
が
、
Ｃ
Ｔ
装
置
で
行
う
「
低
線
量
肺
が

ん
Ｃ
Ｔ
検
診
」
で
す
。

■
低
線
量
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
は
、
通
常
の

Ｃ
Ｔ
検
査
と
何
が
違
う
？

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
従
来
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
と

比
べ
、
よ
り
小
さ
く
、
よ
り
早
い
時
期
の
肺

が
ん
を
発
見
で
き
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
Ｃ
Ｔ
検
査
は
Ｘ
線
被
ば
く
が
比
較

的
多
い
検
査
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
気
が
か

り
な
点
で
し
た
。

　

し
か
し
、
当
院
の
Ｃ
Ｔ
装
置
は
も
と
も
と

Ｘ
線
被
ば
く
を
低
減
す
る
機
能
を
備
え
て
お

り
、
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
時
に
は
さ
ら
に
照
射

す
る
Ｘ
線
量
を
少
な
く
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
通
常
行
う
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

の
１
／
４
程
度
ま
で
Ｘ
線
被
ば
く
を
抑
え
、

学
会
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
基
準

で
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

低
線
量
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
は
、

通
常
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
に
比
べ
、

Ｘ
線
被
ば
く
を
極
め
て
抑
え
た
、

肺
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
こ
と

に
特
化
し
た
と
て
も
優
れ
た
検

査
で
す
。

■
実
施
状
況

　

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
は
、
令
和
４
年
７
月
か

ら
始
ま
り
、
こ
の
１
年
９
カ
月
で
37
名
の
町

民
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

検
診
費
用
は
通
常
１
万
２
千
円
の
と
こ

ろ
、
自
己
負
担
額
１
２
０
０
～
３
６
０
０
円

と
町
か
ら
非
常
に
手
厚
い
補
助
を
受
け
ら
れ

る
検
診
で
す
。

　

こ
の
検
診
は
40
歳
以
上
の
町
民
が
対
象

で
、
特
に
50
歳
以
上
の
喫
煙
者
と
長
期
間
の

喫
煙
歴
が
あ
る
方
に
、
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
検
診
で
す
。

■
Ｃ
Ｔ
検
診
の
流
れ

　

ご
予
約
さ
れ
た
時
間
に
来
院
し
、
あ
ら
か

じ
め
ご
自
宅
で
ご
記
入
さ
れ
た
問
診
票
と
検

査
同
意
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｔ
室
で
着
衣
を
確
認
後
、
検
査
ベ
ッ
ド

上
に
寝
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

数
回
、
息
の
吸
い
方
・
深
呼
吸
を
練
習
し

ま
す
。

　
　
　
　

↓

　

本
検
査
：
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
約
15

秒
間
、
息
を
止
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

で
検
査
は
終
了
で
す
。

　

入
室
か
ら
退
出
ま
で
約
10
分
の
お
時
間
で

す
。
医
師
の
診
察
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

会
計
を
済
ま
せ
た
ら
す
ぐ
に
ご
帰
宅
い
た
だ

け
ま
す
。

■
検
診
結
果
票
の
提
供

　

Ｃ
Ｔ
検
診
の
判
定
は
橋
本
病
院
長
と
東
京

の
放
射
線
科
医
に
よ
る
二
重
読
影
（
二
人
の

医
師
で
行
う
判
定
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
の
結
果
票
は
約
２
週
間
後
、
ご
自
宅

に
郵
送
し
ま
す
。

■
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
の
お
申
込
み

　

検
査
は
予
約
制
。
火
・
水
・
木
の
午
後
１

時
・
１
時
半
・
夕
方
５
時
。

　

検
査
の
お
申
し
込
み
は
、
福
祉
課
ふ
れ
あ

い
係
さ
ん
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
文
責
：
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
認
定
技
師

　

津
田
健
志
）
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◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（2）1728

「脳」のおはなし

　

子
ど
も
の
脳
や
体
の
成
長
発
達
の
基
盤
は

生
活
リ
ズ
ム
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
は
段
階
的
に
発
達
し
、
最
後
に
総
合
的

に
考
え
て
判
断
す
る
な
ど
の
人
間
ら
し
い
脳

が
育
っ
て
い
き
ま
す
。
整
っ
た
生
活
リ
ズ
ム

は
情
緒
を
安
定
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
脳

の
発
達
を
促
す
た
め
、
幼
児
期
の
生
活
リ
ズ

ム
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

〇
生
き
る
脳

　

生
き
る
脳
（
図
の
➀
）
は
、
呼
吸
な
ど
命

を
維
持
す
る
た
め
の
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
こ
の
部
分
は
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
に

い
る
と
き
か
ら
機
能
し
て
お
り
、
脳
の
発
達

は
生
ま
れ
る
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
数
時

間
お
き
に
眠
っ
た
り
、
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ
り

を
繰
り
返
し
、昼
夜
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
後
３
か
月
ご
ろ
に
生
活
リ
ズ
ム

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
視
床
下
部（
図
の
②
）

と
い
う
脳
が
働
き
は
じ
め
る
こ
と
で
徐
々
に

昼
夜
の
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
視
床
下
部
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
他
に

も
体
温
や
血
圧
、
食
欲
な
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
お
り
、
４
歳
ご
ろ
に
ほ
と
ん
ど

完
成
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
人
間
ら
し
く
生
き
る
脳

　

視
床
下
部
の
次
に
発
達
す
る
の
は
、
人
間

ら
し
く
生
き
る
脳（
図
の
③
）
で
す
。
き
く
・

み
る
・
触
れ
る
と
い
う
様
々
な
感
覚
が
体
を

動
か
す
意
欲
や
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
な
が

り
、
記
憶
し
た
り
言
葉
の
理
解
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
か
を
伝
え
た

い
気
持
ち
が
育
つ
こ
と
で
言
葉
を
発
す
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。
最
後
に
、
考
え
て
判
断

す
る
力
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
も

育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
人
で
も
睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
・
や
る
気
が
出
な
い
・
集
中
力
が
続

か
な
い
と
い
っ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
も
大
人
と
同
じ
よ
う

に
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
な
い
と
情
緒

が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
身
に
つ
け
た
生
活
習
慣

は
大
人
に
な
っ
て
も
継
続
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
視
床
下
部
と
い
う
安
定
し
た
土
台

を
つ
く
る
こ
と
は
、
情
緒
を
安
定
さ
せ
て
人

間
ら
し
く
生
き
る
脳
を
育
て
ま
す
。し
か
し
、

子
ど
も
だ
け
の
力
で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
の
手
助
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〇
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
ポ
イ
ン
ト

✿
朝
は
明
る
い
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う

　

カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
り
、
電
気
を
つ
け
て

明
る
い
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。
脳
が
目
覚
め

る
だ
け
で
な
く
、
眠
り
を
誘
っ
て
情
緒
を
安

定
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
が
15
～
16
時
間
後
に
分

泌
さ
れ
ま
す
。

✿
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
内
臓
が
目
覚

め
、
消
化
や
代
謝
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。

✿
午
前
中
は
体
・
手
・
頭
を
使
っ
て
、
午
後

は
体
を
使
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う

　

起
床
後
に
や
る
気
ホ
ル
モ
ン
が
出
る
た

め
、
午
前
中
は
集
中
力
や
学
習
能
力
が
高
ま

り
ま
す
。
昼
間
の
活
動
が
夜
の
眠
り
を
誘
い

ま
す
。

✿
寝
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う

　

夜
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の

強
い
光
を
浴
び
る
と
、
眠
り
を
誘
う
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
夜
の
８
時
ご
ろ
か
ら
睡
眠
中
も
分

泌
さ
れ
、
昼
間
使
っ
た
脳
や
体
を
休
め
て
修

復
さ
せ
、
成
長
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

③
人
間
ら
し
く
生
き
る
脳

考えて判断する
感情のコントロール

記憶 言葉の理解 発音

運動のバランス

きく みる 感覚

命を維持する
①生きる脳

生活リズム
体温調節など

②視床下部
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２
月
16
日
、
道
開
発
局
留
萌
開
発
建
設

部
主
催
に
よ
る
「
わ
が
村
は
美
し
く
―
北

海
道
」
運
動
第
11
回
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
で
開
催

さ
れ
「
美
留
来
の
ゆ
め
」
が
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
会
は
天
塩
、
幌
延
、
遠

別
の
20
～
70
代
の
女
性
酪
農
家
６
名
で
構

成
さ
れ
平
成
12
年
に
発
足
後
、
天
塩
町
を

拠
点
に
自
家
製
生
乳
を
用
い
た
チ
ー
ズ
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
加
工
研
修
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
中
村
美
幸
会
長
は
「
先

人
の
方
々
が
開
発
し
て
く
れ
た
レ
シ
ピ
を

活
用
し
、
新
た
な
人
も
入
っ
て
い
た
だ
き

世
代
の
幅
が
広
く
な
り
、
今
後
は
パ
ン
づ

く
り
等
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

天
塩
小
学
校
４
年
生
児
童
20
人
は
昨
年

４
月
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
授
業
で

町
の
こ
と
に
つ
い
て
町
関
係
者
に
質
問
を

行
う
等
、
探
究
し
て
き
た
こ
と
を
も
と
に

「
20
年
後
の
天
塩
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。「
道
の
駅
（
食
）」「
河

川
公
園
」「
観
光
」
の
分
野
ご
と
に
各
自

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
グ
ル
ー
プ
討
議

を
経
て
「
河
川
公
園
に
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
設

置
や
移
動
式
の
カ
フ
ェ
を
つ
く
る
」「
牛

引
っ
張
り
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催
」
等
の

ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
提
案
・
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
各
自
の
ア
イ
デ
ア
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
工
作
や
絵
画
の
展
示
や
20
年
後
「
30

歳
へ
の
自
分
」
へ
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
日
本
と
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
に
姉
妹
都
市
提
携

し
て
い
る
市
町
村
が
親
交
を
深
め
る
た
め
の
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
る
在
ア
ン
カ
レ
ジ
領
事
事

務
所
主
催
に
よ
る
「
お
国
自
慢
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
、
両
国
24
団
体
か
ら
動
画
等
の
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
天
塩
町
有
志
チ
ー
ム
に
よ

る
「
天
塩
青
女
俳
句
会
の
活
動
の
様
子
や
天
塩

の
四
季
の
景
色
、
動
物
、
姉
妹
都
市
ホ
ー
マ
ー

市
と
の
交
流
写
真
等
を
も
と
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
野
口
隊
員
が
編
集
制
作
し
た
映
像
作

品「
俳
句　
天
塩
町
の
豊
か
な
自
然
を
描
い
て
」

が
発
表
審
査
会
に
て
１
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

映
像
作
品
は
、動
画
投
稿
サ
イ
ト・ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ「
天
塩
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

で
視
聴
で
き
ま
す
。

　

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に
創
刊
さ
れ

先
月
号
で
通
算
８
０
０
号
と
な
っ
た
天
塩

町
広
報
誌
７
９
０
号
分
の
表
紙
、
コ
ピ
ー

冊
子
１
１
０
部
を
展
示
す
る
「
広
報
て
し

お
展
」
が
３
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、

教
育
委
員
会
主
催
に
よ
り
福
祉
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
約
40
人
の
町
民
が

訪
れ
、
観
覧
し
ま
し
た
。
橋
や
道
路
・
建

物
の
完
成
や
開
通
、
札
幌
ま
で
の
直
行
列

車
運
行
開
始
へ
の
歓
喜
、
入
学
卒
業
式
や

運
動
会
、
祭
り
等
の
各
種
行
事
の
様
子
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
勃
興
に
よ
る
交
通

事
故
多
発
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
昭
和
・
平

成
・
令
和
の
時
代
、
町
や
世
相
の
移
ろ
い

が
走
馬
灯
の
よ
う
に
、
視
覚
的
に
感
じ
ら

れ
る
内
容
で
し
た
。

「
わ
が
村
」
運
動

奨
励
賞
を
受
賞

「
20
年
後
の
天
塩
」を

構
想･

発
表

町
有
志
に
よ
る

動
画
作
品
優
勝

広
報
て
し
お
展

▼奨励賞を受賞した「美留来のゆめ」中村会長（前列左から２番目） ▼「20 年後の天塩」について発表を行った天小４年生

▼「お国自慢フェスタ」で優勝した天塩町有志による動画作品▼昭和 31 年の創刊号から展示された「広報てしお展」

2月14日～3月13日
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多
年
に
わ
た
り
北
海
道
の
産
業
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
の
顕
著
な

個
人
・
団
体
に
顕
彰
す
る
北
海
道
産
業
貢

献
賞
の
農
業
関
係
功
労
者
部
門
で
町
在
住

の
佐
藤
博
幸
さ
ん
が
本
年
度
の
同
賞
に
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
酪
農

業
に
従
事
す
る
傍
ら
平
成
７
年
か
ら
雄
信

内
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
に
就

任
し
、
そ
の
後
、
町
内
３
農
協
が
合
併
に

よ
る
天
塩
町
農
業
協
同
組
合
の
組
合
長
に

就
任
し
、
長
年
、
天
塩
町
の
農
業
発
展
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
29
年
に
は
合

同
会
社
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
天
塩
を
設
立
す

る
な
ど
、
地
域
の
酪
農
産
業
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
北
海
道
に
お
け
る
指
導
農
業

士
、
農
業
士
の
称
号
が
町
在
住
の
農
家
に
そ
れ

ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
次
代
の
担
い
手
の
育

成
指
導
や
地
域
の
農
業
の
振
興
等
に
対
す
る
助

言
を
行
う
指
導
農
業
士
に
高
橋
勝
也
さ
ん
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
平
成
５
年
の
就

農
以
来
、
飼
養
管
理
技
術
の
研
鑽
に
励
み
、
乳

牛
改
良
に
取
り
組
む
一
方
、
Ｊ
Ａ
乳
牛
改
良
同

士
会
長
や
農
協
役
員
を
務
め
る
な
ど
地
域
の
酪

農
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
認
定
を
受
け
高

橋
さ
ん
は
「
地
域
の
若
手
農
業
者
や
新
規
就
農

者
に
適
切
な
助
言
が
で
き
る
よ
う
更
に
研
鑽
に

つ
と
め
模
範
と
な
る
農
業
者
を
目
指
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し

て
経
営
改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
等
に
積
極

的
、
意
欲
的
に
活
躍
す
る
農
業
士
に
高
原
弘
雄

さ
ん
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
高
原
さ
ん
は
、
酪

農
経
験
の
み
で
の
主
観
的
な
指
標
だ
け
で
な

く
、
各
種
計
測
機
器
を
活
用
し
た
客
観
的
か
つ

定
量
的
な
数
値
的
指
標
に
基
づ
い
た
草
地
管
理

を
含
め
た
放
牧
酪
農
を
取
り
入
れ
た
効
率
的
な

経
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
農

協
青
年
部
や
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
の

子
供
達
に
酪
農
体
験
会
を
実
施
し
、
酪
農
業
へ

の
理
解
と
普
及
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
に
は
社
会
教
育
委
員
長
に
就
任
し
、
地
域

の
社
会
教
育
、人
材
育
成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
高
原
さ
ん
は
「
前
職
で
の
経
験
、

放
牧
管
理
技
術
、
数
値
的
指
標
を
用
い
た
経
営

等
の
知
識
を
新
規
就
農
者
の
方
々
に
広
め
早
期

に
安
定
経
営
が
で
き
る
よ
う
導
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
本
広
報
紙
の
表
紙
に
幾
度
も
提
供
い
た
だ
い

て
い
る
町
在
住
の
写
真
家・柳
谷
明
伸
さ
ん
が
、

全
国
版
メ
ジ
ャ
ー
写
真
誌
「
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ォ
ト

サ
ー
ク
ル
３
月
号
」の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
生

き
物
部
門
）
で
最
高
位
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
写
真
は
振
老
地
区
の
夕
暮
れ
の
天
塩

川
旧
川
か
ら
利
青
く
輝
く
利
尻
富
士
を
背
景
に

飛
翔
す
る
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
等
の
渡
り
鳥
群
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
柳
谷
さ
ん
は
、
令
和
元
年

に
留
萌
振
興
局
が
主
催
し
た
移
住
体
験
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
天
塩
町
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
同
年
、
札
幌
市
か
ら
移
住
し
、
日
々
、

景
観
や
動
植
物
の
写
真
を
撮
影
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

道
産
業
貢
献
賞
で表

彰

指
導
農
業
士
、

農
業
士
称
号
贈
呈

天
塩
の
景
色
、
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

▼札幌市で開催された表彰式にて表彰された佐藤さん（2/13）

▼指導農業士の称号を贈呈された高橋さん（右）札幌市にて（2/19）▼農業士の称号を代読贈呈された高原さん（右）役場にて（3/8）

▼金賞を受賞した振老地区、天塩川旧川から渡り鳥と青利尻富士を撮った写真
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♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙【
ク
マ
ゲ
ラ
】：
皆
さ
ん
は
、

「
キ
ツ
ツ
キ
」
と
い
う
と
鳥
の
名
前
だ
と
思

わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
キ
ツ
ツ

キ
は
、
ゲ
ラ
と
呼
ば
れ
る
鳥
の
総
称
で
あ
っ

て
「
キ
ツ
ツ
キ
」
と
い
う
名
前
の
鳥
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
日
本
に
は
、
こ
の
キ
ツ
ツ
キ
の

仲
間
の
鳥
が
７
種
類
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一

番
大
き
い
の
が
「
ク
マ
ゲ
ラ
」
に
な
り
ま

す
。
全
長
約
45
㎝
く
ら
い
で
、
真
黒
の
礼
服

に
、
真
っ
赤
な
ベ
レ
ー
帽
を
頭
上
に
乗
せ
て

い
る
よ
う
な
風
貌
で
『
赤
い
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
カ
ラ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
生
息
数
は
、本
州
に
１
０
０
羽
程
度
、

北
海
道
に
５
０
０
羽
程
度
と
推
定
さ
れ
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
体
数
も

少
な
い
う
え
、生
息
場
所
も
限
ら
れ
る
た
め
、

撮
影
す
る
難
易
度
の
高
い
野
鳥
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
息
地
と
行
動
パ
タ
ー
ン
を
熟
知

し
て
い
な
い
と
お
目
に
か
か
る
の
は
、
難
し

い
よ
う
で
す
。
今
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
て
い

る
「
こ
も
れ
び
の
森
」
の
ク
マ
ゲ
ラ
は
、
撮

影
者
の
柳
谷
さ
ん
が
撮
影
時
に
４
千
枚
を
撮

り
、
そ
の
中
の
１
枚
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
北
更
岸
）

薄

葉　
ハ
ナ
ヨ　
さ
ん
（
95
歳
）

（
山
手
通
２
）

佐

藤　
ヤ

エ　
さ
ん
（
97
歳
）

（
新
地
通
４
）

伊

藤　
重

政　
さ
ん
（
89
歳
）

（
か
が
や
き
）

澤

田　
あ

き　
さ
ん
（
93
歳
）

（
新
川
団
地
）

砂

原　
忠

男　
さ
ん
（
81
歳
）

（
更
岸
中
央
）

中
島
　
天て

ま
り鞠

　
さ
ん

貴
裕
さ
ん
・
侑
香
さ
ん
の
二
女

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，７１４ 人  （－ 1 3）

（令和 6 年 2 月 29 日現在）

㊚１，３８０ 人 （－ 6）
㊛１，３３４ 人 （－ 7）

--- 世帯数 ----------------
１，４６０世帯（－ ３）

4/30
・軽自動車税種別割（全期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
へ

合
同
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
浜
頓
別　

様

（
寄
付
額
：
１
０
０
万
円
）

《
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
（
若
者

が
希
望
を
も
て
る
未
来
を
創
る
事
業
）》

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

様

（
寄
付
額
：
１
０
０
万
円
）

（
下
段
に
続
き
ま
す
）

　

４
月
よ
り
、
天
塩
町
立
国
保
病
院
に
常
勤

内
科
医
師
と
し
て
小お

が
さ
わ
ら

笠
原 
浩こ

う
じ二 

先
生
が
着

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
笠
原
先
生
は
、
稚
内
市
の
ご
出
身
で
旭

川
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
札
幌
、
函

館
、
旭
川
の
病
院
に
勤
務
さ
れ
た
の
ち
、
平

成
８
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
猿
払
村
国
保
病

院
に
勤
務
（
平
成
21
年
～
令
和
３
年
・
院
長
）

さ
れ
た
後
、
令
和
４
年
７
月
よ
り
、
天
塩
町

立
国
保
病
院
へ
出
張
医
と
し
て
、
勤
務
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

小
おがさわら
笠原　浩

こうじ
二 先生

　天塩町には、出張医として通い 2 年目
を迎えますが、とても高齢者を大切にする
長生きできる町だと思いました。地域の
かかりつけ医として、一人一人の町民の皆
さんに寄り添った診療を通じて、いつまで
もこの町で健康で安心して暮らせるように
努めていきます。

町
立
病
院
に

内
科
常
勤
医

内
科
常
勤
医

が
着
任
し
ま
し
た
！

■
恵
愛
荘
へ

天
塩
町　
　
　
　

南
川
口
婦
人
部　

様

海
岸
通
５　
　
　

西
野
理
容
美
容
院　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

北
更
岸　
　
　

薄

葉　

俊

雄　

さ
ん

山
手
通
２　
　

佐

藤　

康

弘　

さ
ん

新
地
通
４　
　

伊

藤　

秀

子　

さ
ん

か
が
や
き　
　

澤

田　
　
　

栄　

さ
ん

昨
今
、
全
国
的
に
鉄
道
愛
好
家
の
う
ち
撮
影

に
特
化
し
た
方
々
を
「
撮
り
鉄
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
野
鳥
愛
好
家
で
撮
影
に
特
化

し
た
方
々
を
「
撮
り
鳥
・
鳥
撮
り
（
と
り
と

り
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


